
第8回放射能調査研究成果発表会

論 文 抄 録 集

昭和41年11月24～25日

ノーノ`一鵬､､＼
′

′ノ′



本

式

托

す

立

ひ

関



高

弟

丁

第

丁

頓

Ⅴ▲

窮

大

第

と

書
下
1
･
且

3･

4･

論者

■'

貞V

7

8

q-

【U

1

1

1



題

(22.〕

25.

乳牛体内におこるストロンチウムの

代謝

昭和ヰ0年直輸入食品中のSr-90

およぴCs-137(D定量
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表1全β放射能測定願果
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第3図 巨大放射能粒子のガンマースペクトル

表4 巨大放射能粒子スペクトル

エネルギーMev 見掛けの半兢期 推定核種 エネルギーMev 半兢期

0.14 6 0 h

33.5h

Mo-9g
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Ce疇143
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面忙付着して誤差な生じるおそれがあることを考慮し･ダリセリソ忙浸して写其撮影し･グリセリソ

が溶けヤすい7ルコール液中に商下させたためである025個の粒子忙ついて渦帽し帯下実断

行在ったが,成功したもの10個忙ついて別表のエうな値が得られたQ比釦5･1から8･針孔比較
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忙見られる｡

から考えて,

測定結果が召

(1)色中

幕3回申[

10日の雨7

で数mJ上Ci.

カウンター`

第1図は車

黄色の粒子(

粒子は,今妄

スペクトル【
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第2図

factorが粒子の色が挽くなるにつれて小さく

なる傾向が明らか忙認められた｡

ほ)粒子と雨水の放射化学的組成の比較
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な粒-rによ少多く分布する接種である｡従って

15日の雨は牧師なフォールアウトも含有してい

て,どちらかといえばfractionationの程

凪が少なh組成をホしノていたものと推定される｡

10口の雨のように,雨水試料も場合忙よっては

強くfractionationされていることがある

から任意を要する｡

侶)過去の強放射能粒子との放射化学的組成
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直径8～15〟の粒子120個を丁ルカ帽融毒2pOO
し,TTA-ベンゼソ抽出法を適用してPuを抽

出しトステン仁レ㌧ス試料板上忙電着した｡7ルア丁

線スペクトルを測定して.239Pu+2■OPuの放

射能を求めた｡第1表忙,1962年秋のソビエ

トの大型空中爆発に由来する粒子"Particles

S叩および第1回ないし第3回の中国核爆発忙由

来する粒子"Particles C-1.',

"particles C-2#,"Particles C
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第5図

-3,･忙ついて得られた測定結果をと少せとめて比戟した｡ただし,1962年のソビエトの爆発は

=8Uの和枝反応忙よる高速中性子忙よる核分裂であゎ,中国の第1回核爆発は小型地表面爆発,第

2回おエび第3回は′ト塑空中爆発であゎ,いずれも壬‡5Uを用いた単純原爆もしくは強化原爆と推定

されるものである｡C一声のPuのF.P･忙対する含有比が幸わめて小事いのは,?ンJI-として使

粒子で

程度で

とも灯
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の降雨忙ついて

測定した｡5月

10日の夜忙.

大阪地方は12

劇鳳程度の降雨を

みた｡雨水試料

約1000nぜ

中100mゼを

とって放射能を

測定した結果,

著しく高い放射

能が検出され転

しかし,その後,

この雨水忙まじ

って,強放射能

粒子が数多く降
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第1図 全降下物中放射能
下していること

が認められたので,残しておぃた試料を100Ⅲぜづつ小分けして濃縮し,それぞれの放射能を判定

した｡その結果を第1衷忙示す｡残虐

竜は比較的均一に分けられている忙も

かかわらず,放射能忙は著しい′ミラツ

キがあゎ,その差は4(い-50倍を示

第1表 雨水中放射能のバラツキ

取引丑は一

その結果1
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で行われ

核爆発忙

じた放射

日本へ広

いて,男
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全国可
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a:10Ⅰ血よ少 b:15K皿エカ

第5図 巨大粒子(球形)の降下推定概要囲

(げ=ヽ巧Kt のフィック拡散よカ)2ロの帽を示して卦カ,ちカの運搬方向に直角各線上忙,付記

の数値(半径)をもつ粒子が降下することを示す｡例えば20上土と10〟の問の領域は半径10-

20J上の粒子の降下域を意味している｡こゝでは粒子降下中常に40m/secの水平風速で流される

と仮定してぃるが,実際の平均20m/secをと少,粒子の大きさを直径とみなせば大よそ観測結果

と傾向が合う(実際は気象条件がもっと複雑であくまで第1近似としての粒子降下傾向として理解す
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臥 第吉回申国境爆発実験による放射性降下物放射線医学培合研究所

放射線医学総合研究所

0佐 伯 誠 道,田 中 義一郎

鎌 田 博,大 桃 洋一郎

村 越 善 政

農林省畜産試験場

檀 原 宏

1966年5月9日夕刻に第3回申国枝爆発実験が行われた｡本調査は放医研(千葉市)において

水盤法忙よカ採集した自

然語下底および雨水の全

ベータ放射能と放射性ヨ

ウ素,強放射能粒子のガ

ンマー線放射核種と,日

本の4地方から採集した

牛乳の放射線ヨウ素忙つ

いて行われた｡

(1)雨水と自然落下

塵

水盤法忙よカ採集した

雨水と自然帯下塵の全ベ

第1表 水盤法で採集した雨,自然商下塵の全ベータ放射能

試料採集期日

(1966年〕

判定期日

(1966年〕
全ベータ放射能

mCi/km2
降雨量

5月10-11日

11-･12日

12･-13日

13･-14日

14′-15日

15-16日

16･-17日

17′-18日

18･-19日

19′-23日

23′-26日

26-30日

5月11日

12日

13日

14日

15日

16日

1丁日

18日
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価の際忙留意すべき点は一

塩半減抑放射核種の影響で

あろうりこの相加､ら,同

比の内部被似に左える形埴

の評価の手段として,牛乳

中の放射性ヨウ素の測定を

行った｡千乗県北部の牧場

と封諾L場,北軸迫(札幌),

新潟(新潟市郊外),取鳥

(赤碕町)の牧場から集め

た牛乳の放射性ヨウ素濃度

を第3表,第4黄忙示し亀

乳幼児の牛乳中の放射性

ヨウ素忙よる甲状腺被曝仰

を次式によって求めてみる｡

第3襲 千葉県北部の牛乳中の放射性ヨウ素

試料採集日 測 定 日 甥皆謬 試料の種類

196叫引jl山｣ 19664t三5jlll口 来超=11 触二･場

11日 11日
〝 ∫

11日 11日 ∫ 張乳場

12日 12日 4 2 牧 場

12日 12日 10 集乳場

13日 13日 12 牧 場

13日 13日 9 集乳場

14日 14日 10 牧 場

14日 14日 8 集乳場

15日 15日 4 牧 場

15日 15日 2 集乳場

16日 16日 4 牧 場

16日 16日 未検出 集乳場

1丁日 1丁日 4 牧 場

1丁日 1丁日 5 集乳場

18日 19日 3 牧 場

1董‡日 19日 未検出 集乳場

25日 25日 2 牧 場

31日 31日 2 集乳場

第4襲 3地方の牛乳中の放射性ヨウ素
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れば,マウスが好んで食べるし,破片も散らず,うまく粒子を食べさせることが出来る仰

粒子を食べさせてから20時間後忙,排泄物(尿,糞,ワラ恵ど)忙ついてサーベーし一棟取時と

同様な方法忙よって排泄卓れた粒子を分離し,1コづつ放射能を測定した○

マウス忙経口摂取された粒子は,20時間以内(1匹のみ20-27時間)忙糞中忙出て来る0

第1表に示すどとく,放射能は摂取前と排出後とほとんど変らず･どの粒子忙ついても放射能の回

収率は忙ほ100節であった｡(但し減衰につぃての補正を行った｡尿中匹は放射能は見出卓れなか

った｡また9コの粒子を食べ幸せたマウスを粒子排泄後450℃で灰イヒして放射能を測定したが,灰

分中に放射能は検出されをかった｡排出後の粒子の形や大きさ壮摂取前とくらべて鎮徴浣的な変化は

見出さオl竜かった｡したがって,マウス体内忙経口摂取書れた粒子は,ほとんどそのまま糞中忙排泄

されることが示された｡

荘重ら1)旺強放射能粒子から若干の放射性物蜘;クズの尭の鼎択をとおって植物体内忙吸収され

ることを観察している｡しかし,同じ其宝らの粒子の溶解性の実験結果から考えて,このような可溶

性成分の存在する割合は少いと考えられる｡それ故,一部可溶性成分が存在ナる場合,それらが体内

に吸収される可能性があることは否定出来ないが,しかし大部分の粒子はそのまゝ容易忙排泄される

と考えてよいだろう｡また,休内の滞溜時間が短いことから,その間忙おける内部被曝の間薩も,考

慮する必要はをいと考えられる｡

1)Mamuro,T.,Matsunami,T･,Maki,N･(1965)

Health phys.11,316･

1口.浮遊塵中の放射性接種

tL良⊥セ白l罵言鯉与出血工正d□1
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併せて450℃以下で脚ヒ徒,均一忙粗和L■,

2#をポリエチレr製測定器忙入れ,ヰ00チ

ャンネルr線エネルギー波高分析装憶でウエル

叫1%."ずx2叩N｡Ⅰ(Tg)検出器を用いてガン

マー一線放射性枝川の測定宜行なった｡夜封

=Srについては灰化試料を6N塩酸で抽出後,

｢科学柁術庁締,放射性ストロンチウム分析法,

1963年版,落下庭中のストロンチウム分析

法｣忙準じて分所測定した｡

t4)測定結果

各核種の濃度舵ついての分折結果は第1表忙

示す通ゎである｡1966年4月前半及び6月

前半の試料忙ついてのr墟エネルギー波高分布

を第1図忙示した｡

(5I考 察

90Sr,137Cs,l=Ru,l▲▲Ceの何れの

核種濃度も3月を中心としたど-ク,す恵わち

スプリングピークを示した｡たゞし1=Ru十

103Ru,1=Ce+=1CeI95Zr十95Nbにつ

いては第3回申共棲爆発実験(19¢6年5月

第1囲 浮遊塵のr線エネルギー
政商分布

9日)の彩管と考えられる高濃度のピークが5

-6月に観察卓れた｡このよう忙中辛味期放射性槙躇忙ついては5-･6月のど-クが明瞭であったが･

6

一〇

丘V

6

q-

q-

q-

9

1

1

1

1

196



これ忙対して1961-′62年,核実験忙ついてそのHalflifeを求めると次のエう忙なる｡

第2表忙1963-′64年,1964-/65年の各2年間のSr-90降下量から求められた

Half life をしめす｡

衷でみられるエう忙,日本の8地点を平均すれば1963一/¢4年忙ついては25ケ月･

1964-/65年では9ケ月である｡

このことは前忙述べた1959年以降の■=alflifeの変動と全く道の憤向をしめし･後忙走

る程Halflifeの短かくなっていることをしめす0これらの原因忙ついて若干検討を加えたa)

でそれら忙ついて報告する｡

12.気象庁におけ看過去11年間のフォール7ウト

観測結果

気象庁観測部

藤 本 博,志 村 英 洋

気象観測担当官

村 山 信 彦

前年度に1985年までの1)降水中のβと浮遊じんのβ放射能濃度の全国平均値の推移と

2)5地点匿おける月間降下量の変動(PmCi/km2)忙つぃて誌上発表した｡

今回は1955年4月よ少1g66年8月せでの約11年余間忙わたる気象庁掛帽暑で行っが

吋庇
叩丁
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′!評`

一軒
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2)札幌,仙わ,吏京,大潮∴れ相聞甘ける地所付近の浮遊じんの放射能(全β,採取後20時間の

帖,月平均値):窮2囲a-e(pCi/h‡単位)

Tl;:そわぞわ10f,Ci/cc帥し10pCi/血ユをこえる値の場合はヒストFラム上期転その放

げ直

第1国 d

V抽出IOTLOf th亡TnO7tthfy aVerage Of gTOSSP act凧tl
′粁{

値盈示す｡
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′粁

慣位 地 点 年 月 日 最大値(pCi/が)

1 大 阪･ 19 61.11. 8 241･6

f
112.丁2 札 幌 19 61.10.13

浮遊塵最大値

第1図 h

VarL4t.OT7 Of七he TnOT)thly礼VeT叫e Of 帥OSS Pノ辞-



【次貢忙

続く)

慣位 地 点 年 月 日 最大値(pCi/cc)

1 鹿児島 19¢1.11. 9 199.2

2 仙 台 Ⅰ962.12.:之6
169.0

雨水最大値

竿.ト

JT~~v虹亡亡損亡



降下丑の最大値 順位 地 点 年 月 日 最大値(mc′km2)

1 八丈島 1961.11. 丁 1354･9
(

2 鳥 島 19 6 2.12.3 0 10 4 ¢.8

第2図 亡
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7ト久代蹄･相川･梅沢:那2M理工学忙かける同位元東研兜苑衣会要旨弛l】.13(牡9¢5)

8)トーJ.上 :筋2¢回応用物理学金学術辞演台許浜予稿集 Pa59(1=5)

9) 同 上 :節7同放射能調査研兜成果発表会論文抄録張P169(1965)

10) H l二 :椚帥州L草忙山†る州比嘉腑兜先衣食吐け娘l,.24(19¢6)

14･醗酵アルコール･植物精油･大気中C-14の濃度変化

放射線医学縁台研究所

榎 田 義 彦,0岩 倉 哲 男

尾 田 愛 子

核実験の影響忙エる大気臥生物圏中か一Cの濃度変化の調査を例年の如く行った｡

(Ⅰ)植物中のl▲C墳庇

原料としては･国内産甘藷･東南アジア産糖密を原料としたアルコール,封上び国内産メソト巧

チモール,を用い,液体シンチレーション法で測定した｡

丁ルコ~ルの測定は,今までの方法と全く同様であるが,簡便法として,通常の20Ing低カリガ

ラス容器忙,トルエン･シソチレーダー10mgと試料アルコール約10mg(重量で秤量丁.94～

8■20g)を混合して測定した｡この方法でも･現在のアルコールで吐35-40のnet 叩mが

観測できるから,充分の精度で測定できる｡せた,メントールはP-サイメソ忙誘導し,チモールは

21L
T'亡CONCENTRmNtNPLANTMATER.ALS

L▲

メチルエーテ

従って測定し｢

今岡の測定

以l二山放仙

拙′†●汗朋′如)

伽 大気

政医研屋上

CO2をCH一

は後日忙ゆず

る｡他年度の

測 定

(Ⅰ)植物中の

(1)了ルコ

~~~~
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3
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15. 上水道水中の放射性接種

放射線医学総合研究所

○鎌 田 博,中 野 恵菓子

佐 伯 誠 道

(1)緒 言

日本各地の上水道水中の放射性核種濃度慣ついて,1961年12月上少調査研究してきたが,本

鞘では引き続き行ってきた新潟,東京卦よび大阪の3上水道忙つぃて,疎水卦エび蛇口水中の放射性

核種濃度を調査研究した結果を報告する｡

(2)試料採取卦よび分析測定法

前年と同様,新潟,東京おょび大阪の3都府県衛生研究所の協力を得て,上水道の源水おょび蛇口

永につぃて,それぞれ100gずつを隔月に採取した｡採取地の衛生研究所忙ぉける試料のイオン交

換樹脂にエる処理は前年と同様である｡せた,分析測定法も前年と同様である｡

(3】分析測定結果

潜水おエび蛇口水中の=Sr,90Sr,l06Ru,137Csおょび1=Ce碑鹿の分析測定結果は第1表

に示すとお牒である｡

(4)考 察

癖水忙ついては,90Sr濃度の経年変動の傾向は1962年から増加し,1963年が最も高く,

1964年から減少し,1965年は1962年のレベル忙近づく程低くなっている｡各年毎の経月

変動の傾向は1962年-1964年の問では毎年5月-7月に高濃度ビータが観測盲れたが,

1965年忙はこの様宏ビータが明らかでなく,むしろ繹月的に減少の傾向が視察された｡l=Csは
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掴Srに比べて伏レベルの増減変動でしかも緩慢ではあるが.各年とも4月-6月忙高重度ゼータが

認められ,1963年が最も高く,19¢3年-19¢5年では各年とも初期上力も末期が低レベル

を示している｡=R口碑庇は春枝種中農も低レベルではあるが,4月-･8月忙かけて若干の増加が認

められる｡また,1964年よ少19ti5年が高レベルを示しているのは1964年10月おょび

1965年5月の中共核実験と1965年1月のソ連地下核実験の影窃と推定卓れる｡l=Ce碑庇忙

ついては,高低の変動畳が最も大きく,4月-6月忙は顕著を高重度ビータが究められてお少,

1964年後半には著しく兢少してぃるが,1965年同期忙は前年とは異恵少高レベルを示してぃ

る｡この現象は前記の核実験に上る影響でぁると推定卓れる｡=Sr重度舵ついても核実験忙上ると

思われる強度変化が観測されてぃる｡

蛇口水忙ついては,各核種とも源水工少もレベルが低く,軽月経年変動も源水と佗ゞ同様の傾向を

示してぃる｡これは源水一蛇口水間忙おぃて浄化処理がおこをわれてぃるためであるが,放射性核種

の除去効率は各接種忙上少異左b,l=Ce圭106Ru>川Cs>90Srであった｡1962年-

1965年の蛇口水中の各放射性核種の各地年平均を第1図忙示したが,…Srおエぴ…Csの長半

減期放射性核種忙ついては,1963年が最も高レベルを示し,1964年以降漸次減少の傾向にあ

る｡

1占.河底土中の放射性接種

放射線医学総合研究所

鎌 田 博,中 野 恵美子

佐 伯 誠 道
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河川の各点における流速,流量,河

巾,探書等の状態が異なること忙基

づくと考えられる｡しかしをがら.

採取位置の差工力も各河川ごとの差

の方が大きく,各放射仕核種張度は

阿賀野川の河底土が高いことが観察

された｡

単位重瑞当りの各槙種恐虻は探亨

5cmまでの毛果地土壌卦エび河川水の

レベルエ力も高くをって封牒,また,

106Ru/90Sr,1=Cs/90Sr,

1=Ce/90Srの各Ratio も両

試料エわも高くなっている｡交換態

の占める割合は未土工少も高い場合

も低い場合もある｡その理由は不明

であるが,河底土砂放射性核種碑虞

は,河川の流域や流量等の状況,地

表土砂の流入,河川水中の溶存物や

懸濁物の作用,下水排水の影響等が

複雑忙関連し会って変化するもので

あるので,更忙今後のデータを合せ

て検討したい｡
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第1図 河鹿土中の放射性核種濃度
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福島,新潟,東京,大阪

の4都府県の衛生研究所の

協力を得て,表土の裸地を
Z

内径95脚,深さ54贋札の 卿

プラスチック製容器を使用

して,直径95膵,乾さ

50Ⅲの表土を2区画ずつ 加

採取した｡

ほ)分析測定法

1地方2区画の試料を合
5¢

せて,化学分析用試料とし,

風乾後,牌砕混和した維土

を100ダと少,6N,塩

焼で抽出し,抽出液を純水

で1.5Nに稀釈后,Ruを

チオ了セトアミドで沈澱さ

せ,折渡は前年と同様にし

て掴Sr,lユ7Cs,リ

1=Ceを化学分放した｡

(4)分析制定結果
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第1図 表土(裸地)の放射性核種濃度

塩憤抽出法による分析測定結果は第1衷忙示すとおカである｡表中のpCi/相は乾土1相当少の

二I ｣｣ 舶上1･て事言兢

寸台巨ロCi.稚mヱの宜出把あたっては,5珊工幻深部への各

¢N塩酸で抽出

態のものが多く

且 ストロ

例年どお牒第

ある国公立点薬

ユぴそこに栽培

としで摘StTを

の調査結果忙つ

1.農耕地

昭和40年鹿

田土壌のN一酢

法忙エる置換態

は,それぞれ第

す通力であった

39年庇の測定



換態=Sr含宜は,量的忙壮減少してい

るが,依然として東日本一日本海側>関

東,中部>西日本一太平洋側の傾向が維

持されていることである｡第3忙地域別

忙水田畑土盛の置換態90Sr含量をみる

と,太平洋側一西日本側では大差なく,

北日本一日本海側では,水田>畑の傾向

が認められる｡このことは主として気象

米作の差によるものと桐虻れる｡

2.米麦の90Sr忙ついて

昭和40年産の小安(玄安)おエぴ

(玄米と白米)の川Srを測定して全

国的平均値を求めたところ,窮3乗卦よ

び第4表に示す結果が得られた｡またこ

れらの経年変化は第3図忙示す傾向が認

第2図 水田･畑土旗中の=Srの

推移(mCi/Km2)

められた｡次忙これらの結果をまとめてその要点を述べる｡

節3衷 ′ト髭(玄麦)の90Sr含量(pCi/晦) 窮4表 玄米卦上び白米の90Sr食違(pCi/晦)

試料採取年度 平均値 実測値の範囲 例数

昭和39年 2 2 丁 T O■-7 2 5 11

昭和40年 7 4 31一-19 8 12
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述べた現象は1"Cs

の降下量の減少を

直接反映している

ほか,l=Csの土

壌中忙如ける挙動,

特忙固定をも考慮

する必要があると

思われる｡節4把

l=Cs含量を地

域別にみると,東

日本一日本海但旺>

西日本一大平洋例

の傾向が依然とし

て認められること

である｡第5に

137Cs含丑の増

第1図 水田土盛の置換態137Cs,=Srと白

米中の137Cs,…Srの経年凌化

兢をみると,前年に比し全国的平均値としては減少してぃるが･裏日本では避妊一部ではあるが僅か

増加し,東日本一太平洋側でやや滅少し,西日本ではほゞ横這い状態であることが認められた｡

次陀白米の1"Cs含量忙ついてみると,第1忙昭和3$年をど-ク忙以後急激に兢少し,昭和40

年鑑産米では7～35pCi/昭の範囲に入力,昭和35-36年の核実験停止期間の値よりやや下回

ったことである｡窮2に白米の137Cs含量は地域甚よ少異少,東日本一日本海側忙おぃて高く･水

田土壌の場合の地域差を反映している○第3忙前年庇忙対する地域別の白米の叩Cs含量の減少憤

1.試料球

北海道,岩手,

ぴそこで給与さオ

牛乳は毎月1匡

から牛乳は毎月¢

2.結

Sr-90忙つレ

香川,福岡などぃ

く,30-605

れ忙もこの範囲P

限を示してぃる｡

Cs-13丁もS

きい｡汚染酸度(

い値を示してレ∴

またSr-90む

3.中共のヰ

1966年5ノ

鳥取の3ケ所にイ

分析した｡(ト

その結果∴ト

1964年(第

発後10日日頃に
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今年は.北軸遣=

区から牛骨20例

して=Sr舟析を守

昭和41年5月かl

れぞれ現地忙おい一

升析忙はぃずれも:

た｡

その分析成続を≦

の争OSr平均濃庇l

って,昨年の10

少低い成績であっ:

32年以来の牛馬′

の変化を示した第

増加傾向からみる

が異常に高かった

も馬骨の90Sr畳

レベルにあるもの

地域的忙は3地区

の善がみられるが

試)の試料忙著し

多く,例年最も高

t
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今年の成績から,馬骨の川Sr畳は昨年tでの増加率がやや鈍ったよう忙もみられるが,牛骨…Sr

畳は依然として増加の傾向をつづけてぃるものと思われる(第2国)｡とく忙これまでの成横では,

牛骨90Sr濃度は属骨90Sr強度

よ力も低いのが常であったが,両

者のgOSr濃度の差は年々近づき,

今年は北海道の牛骨=Sr碑産は

馬骨のそれエ力も商ぃ値となった

これを安定Sr景当カ=Sr畳で

みると(第2表),牛骨では馬骨

に比べ安定Sr畳が少いためその

差はさらに大きくな少,北海道,

宮崎忙おぃて馬骨の90Sr濃正吾

第2表 牛馬骨90Sr濃度(90Sr･JLiLCi/h9･Sr)の

地域別変化

採 取 地
…S㌻鎮定(拍Sr･#〟Ci/咄打Sr)

属 牛

北 海 道 52.2士91や 90.9士1丁.1r

東京(家衛試) 6丁.8士2乱8 29.2士15.7

東京(屠 場) 3丁.9士呈7.0 33.5士 3.3

宮 崎 28.0士 ∫一.0 5l.3士且3.5

平 均 値 49.3士1丁.3 50.5士15.7

井平均値の標準偏差

大きく越えた｡このことは,牛骨

の方が馬骨上カ…Sr苛積畳が多ぃことを明らかに示すものでぁるが.その理由忙ついては両者の飼

育管理形態の差あるいはとカ込む際の差別峯の差恵どが考えられるが,現在それらの点につぃてほ明

らかてモレ㌔

21.乳牛体内におけるストロンチウムの代謝

農林省畜産試験高

名 庶 宏,〇宮 太 進
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3)宗揖撞･よび結果

1)90Srかエぴ=TCs畳

i)90Sr畳

結果を荊1,2,3衰忙示

す｡

1965年の6～丁月試料

では最高北海道農村成人の

29.3pCi/d/p(45.2

S.U)から最低福岡農村成人

の10.O pCi/d/p(20.5

S.U)の範囲であった｡又同

年の10-11月の試料では

新潟都市成人の33.5

pCi/d/p(65.2S.U)

が最高で,東京都市成人の

13.6pCi/d/p(33.8

S.U)が最低であった｡又

1966年の3月試料では最

高所潤農村成人の2さ.5

pCi/d/p(54.OS.U)

から最低福岡都市成人の

第2衷 日常食中の川Sr蹟庇

(19¢5年10月-11月)

群 pCi/d/p Cα爪牙/d/p S.U.

北
海
道

都市成人 12.2士1.3 5 281 2 き.1

農村成人 27.1士2.丁 69¢.4 38.9

新 都市成人 3き.5士3.3 513.¢ ¢ 5.2

潟 農村成人 30.8士ユ.1 5丁6.3 5:L4

束 都市成人 13.6士1.4 402.3 33.さ

京 農村成人 (6.6士0.丁)静 (210.丁)♯ 31.3

大 都市成人 19.ユ士1.9 5 41.5 35.6

阪 集団姶良 18.6士1.丁 46丁.3 35.5

福 都市成人 13.4士1.3 523.7 2 5.6

岡 農村成人 12.6士1.3 4 7g.8 26.3

陣東京老嶋村成人は一日の摂取灰分畳が甚だ少く,9.4#で

ある｡

試料採集上の手落ちがあったと考えられるので摂取絶対量

は参考となら宏レ㍉

第ユ表 日常食中の川Sr重度

(19¢6年3月)

pCi/d/p Ca m9/d/p

筋1回の地方別

少のl"Csの摂月

農村の8丁.OpCj

大阪集団の40.0

の範囲で北海道が

東京,大阪,福岡

第2回は北海道

103.0pCi/d

都市成人の30.8.

の範囲であゎ,新

高く,東京,大陸

少,福岡はゃゝ侶

回試料では新潟葡

95.1pCi/d/■

村成人の31.7p

pCi/d/p,5

比し急敢な味少を



荊6乗 日常食中のl=Cs渋皮

(19¢6年3月)

群 pCi/d/p K m才/d/p C.U.

北

梅
道

郡市成人 丁4.6士丁.5 212 3.丁 3 5.1

農村成人 94.7士9.3 2 671.4 35.4

新 都市成人 95.1士9.5 2112.8 45.0

潟 捷相成人 63.8士6.3 2 49 6.3 2 5.6

東 都市成人 43.3士4.3 22 0 5.4 19.6

京 農村成人 (21.8士2.2〕絶 (1051.丁)輪 2 0.丁

大 都市成人 38.丁士3.9 2134.0 18.1

阪 集団給食 36.1士3.6 2213.6 1¢.3

福 都市成人 32.2士3.2 2 0 0 5.2 16.1

岡 農村成人 31.7士3.2 19 81.5 16.0

鴨東京都農村成人は一日の灰

分摂取量が甚だ少恵く乱丁

#である｡

従って試料採集上の手落ち

があったと考えられるので

摂取絶対量は参考とならな

レ1｡

24.食品のSr-90による汚染の調理及び加工

に上る除去に･ついて

国立栄垂研究所 ○佐々木 理喜子

日常の食生活忙封いて我々が摂取する食品類が,核実験托よる降下物等把エって汚染されているこ

釆験･

果は別

表示ナ

カで,:
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兢少の
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野菜,土地,牛乳

いて報告する｡

昭和40年4月

す｡測定結果の朋

1.雨水ちり

0.36m亡/km2.

各県が高h値を元

る｡

2.上水:首

pci/gであっカ

3.土壌:葛

4.牛乳:9-

いる｡

5.日常食:

pci/d/p,農

であった｡

6.浮遊塵:

-22.6pci/J

T.灯台天7

過前の=Srはt

は0.05･-10.:

変動を示しまたカ



2d. 北海道における放射能調査

北海道衛生研究所

0安 藤 芳 明,佐 藤 洋 子

〔A〕昭和40年庇(40.4.1-41.3.き1)委託調査結果の概要

1.雨雪水の放射能

札幌市忙かける月間降下竜は,第1表のとお

如古年鑑よ少史忙低い値を示した｡せた5月忙

行なわれた第2回申共棲集験の影響も,一時的

な異常値がみられた程度であった｡

2.上水の放射能

札幌市及び帯広市の源水について,それぞれ

年間6回ずつ測定したが,いずれも汚染は認め

られをかった｡最高値,6.3士1.9〟〃C/g

第2表 土城中放射能輩現出

市 札 幌 帯 広

年 月 40.丁 40.11 40.5 40.9

mc血壬 90.丁 32.1 49.6 2丁.9

第1表 雨水中放射能降下量

年 月 lnC雄和2 昨 月 nlC血空

40. 4 4.52 40.10 0.92

4 0. 5 2.4 3 40.11 5.0 9

40. 6 丁.5 9 40.12 5.8 5

ヰ0. 丁 2.65 ヰ1. 1 3.31

4 0. 8 1.83 41. 2 ▲.3丁

4 0. 9 10.50 41. 3 1.7 0

第3東 食品願の放射能

放射能強度〟〟C側

採取場所
最高値 平均値

きゃべつ

大 根

(札幌市,40.11.4)｡平均値, 玄 米

札幌,帯広

∫ 〝

〝,旭川

0.47士0.07

0.4快土0.07

1.30士0.13

0.35士0.03

0.25士0.0ユ

0.69士0.05

3.食品類の鹿

野薫,穀類,

介顆等忙つぃて

第3表忙示すと

的匿いちじるL

丑かったが,噛

実験の影響を虎

を示した｡

〔B】筋3匝

報道忙エると

9日忙第3回召

そこで本所忙お

大粒子(G.P

た｡予め四牌居

たコンクリート

毎日午前と午召

GMサーベイノ

した｡G.Pの;

科学技術庁指示

その結果は,

月

~~■~
~
~
~
■
~
1

5.



報皆する｡

2.珊定方法

什判嘲利子桐｢放射舵珊琵牒1963】忙より

行い企.晶･いのl(の分析は炎光分光光政計忙工少定

量し40K忙エる放射能の補正を行った｡

c･p･mから丑〝Cの換算は便宜的忙測定試料

500m#と同重量のKCg(=Kのβ藤の最大エ

ネルギーl.3ヨ=嶋eV)を用い,また雨水恵どのエ

う忙頚竜の少ない試料忙ついては自己吸収の影苛

も小さいUユ08(UX2のβ線で500d･p･S)

を用いて行った｡

3.測定結果の概要

I
こ
甘
･
I

▲箕

月

す

′一h

L▼

〟†

件下t¶･Cル正
一----■･

国1雨水の放射性降下量

m･C血皇/bonth

3-1 雨水,陸水

Fall-Outの影響は1965.5.14中国西部地区上空で行われた第2回の核実験のため大きな

ど-クが現われその後,急速に滅少を示している｡すなわち当衛研の構内に封いても5月20日の雨

水は2323脚C/g(降水量20.6Ⅲ)のグロスβ放射能を検出した｡月間の積算畳も5月は

95.5m･C/Km2と40年庭中では最高を示してぃる｡(国1参照)

3-2 食 品

食品関係もFall-Outの影響をうけ易い｢ほうれん革｣｢牧草｣など何れも5月凍取のもの忙

最高値がみられ核実験の影留を上く示していた｡

それぞれの最高値を昨年と比戟すると灰分500mg当少｢ほうれん草｣の36.4〟〟C(昨年は

白菜で16.8J叫C)｢しじみ｣の

¢月別少取わ(

しかしFall･

3-4･送付

核種分析の煎

る｡

茨城県忙お

雨ならび忙取

時ピークが認

た太平洋匿お

認められず,

射能のレベル

東海村周辺

中のSr-90



等で相律づれた仙とほヾ一致

l.た.】

イJl･5川Ⅵ封l小いIIll接触龍

′烏験内接忙水戸で採取した牛

乳忙ついて放射性ヨードの分

析を行なった｡第3囲,第4

国はその結果で,放射能の兢

哀からみてⅠ-131の外忙更

忙尭命の短かいト133が検

出された｡また牛乳中の放射

性ヨードの変動をみると落下

塵の牧射能の変動とエく似て

いるが,9日に核爆発実験が 第2図 牛乳中の放射能蹟庇の変動

行なわれ11日忙は水戸忙放

射能の降下が認められ,1日後の13日噴から牛乳中佐放射性ヨードが検出され,5日後の16日忙

はど-クに達している,その後放射宙巨の降下竜が減少しノたため忙一時減少しているが再び増加をみせ

てlハる｡

第1表 各種環境物質忙おけるSr-90のObserved ratio

Sr-90,JLJLC/9Cα,SU

採取月 日

Observed ra tio

測定値 平均値 平均値 衛 研 IAEA

19 6 5



第5図 東海村岡辺匿おける横算

空間線量の分布(ガラス

藤畳計)1965年10

月-1966年丁月

第2表 河川水,海水,海底土中のCs-13丁,Sト90

1.ま えが

本報は1965

なった放射能測定

2.調査試料

雨水(定時採囁

3.測定法

計測器は日本無

立公衆衛生院の漂

試料の前処理亮

4.測定括男

4.1 雨 水

雨水(定時採瑠

図-1忙よれ転

1965年5月

14日の第2回目

J■_拙七=b払′h以■!R t



クの5JJlll川亡

は降下量は44･9

111C/klげ であっ

た｡その差は210

mc/km2 であゎ

1965年5月と

1966年5月の

月間降下景の差は

そのためと推測卓

れた｡

つぎ把,第2回

核実験と第3回核

実験に基づく雨水

放射能の消長を比

′チさ5

ダ ∫ 占
髄′

ヱ′//〃′nr∫ア ユ ダ ∫ d 7 ∫

第2囲 雨水放射能の推移(月間降下量)(8時間更正値)
較すると,図-3

に示すようになる｡

すなわち,第2回核実験のためと思

われる最初の影響の現わ九た日が核実

験後7日目であったの忙対して,第3

回核実験では2日目であ〔た∩ また.

第3回倭実験の最大ビータは第2回ビ

ータに比して小さく,しかも,第2回

∴J†砧ヰ聞?日中集計3回膿失♯

---一一/ず▲∫ヰ5月ノダ8･ユ
●

を記録した｡そこ

構内での空間線量

みると図-6のよ

後10日経過した

んの変化も認めら

ことから推定ナる

5月18日の正大

8.14〟r/几 の

替ではなぃものと

の検討が必要であ

4.4 その他

その･他の試料忙

た放射能の最高値

表-1忙示し.土

の含量を参考とし

す｡

表-1忙エれば

測定値は,一般忙

に比べて同じかや

向がみられる｡

土壌中の1ユーC

じ地質であゎをが



た○ これ忙対し.第5回では変化が認めら九なかった｡その原因忙つぃて仕明確忙することはできを

かった｡

真一1 各種試料放射測定結果

種 類
測定

回数

最 高 値
平 均 値

年月日 採取場所 測 定 値

陸

水

上 水 58 48●4.8
津久井町青山 6.6PCi/1 1･38PCi/l
横浜水道取入口 (8.n) (3.33)

河 川 水 203 41.3.1¢
横浜市港北区 38.3 〃 3.82 〃

鶴見川 (51.9) (8.5り

湖 水 34 40.6.19
箱根 22.5 ク 4.41 〃

芦の湖 (55.4〕 (8.81)

天 水 17 40.5.28
箱根 211.6 〃 25.22 〃

双子山々頂 (85.3) (34.丁4)

下 水 15 40.丁.31
横浜市中区 丁4.0 〃 25.31 〃

中部削ヒ場 (ヰ6.1) (25.50〕

海

水
海 水 18 4d.8.6 横 浜 港

2.丁 〃

(-)

0.45 〃

(-)

そ

の

他

野 菜
24 40.5.9

横浜市戸塚区
.1.2PCj/生倖g

0.16PCi/生体g
(キャベツ〕 戸塚町 (3.6) (0.丁4)

牛 乳 23 40.5.12
横浜市戸塚区 0.5 〃

0.02 〃

中田町 (0.4〕 (0.08)

魚 且 類
56 40.5.26 横須賀市佐島

5.8 〃
0.33 〃

(サザエ内臓〕 (8.T〕 (1.83)

放 草 12 40.6.10 高座郡海老名町
2.0 〃

(3.1)

0.29 〃

(0.74)

土 壌
3 40.8.13

横浜市保土ヶ谷区 5.8PCi/乾g 2.33PCi/籠g
(草 地〕 中尾町 (5.丁〕 (3.3丁)

江(〕は昭和39年鹿の測定結果

表-2 土壌中の1"Csの含量

採取場所 13TC寄合量 平 均 値 採取場所 1"Cs含量 平 均 値

静岡県忙封ける

忙,落下塵の月別

今回(第3回)の

は,本県忙封ぃて

忙大き左値をワ七

したが.定時雨水

とづく全放射能の

mc/km空 であわ

な差が見られた｡

ぃては明らかでな

ヤイアントノ‡-テ

原因の一つと考え

各年忙おける降水

れ忙よれば,年間

は,米ソ頓験時の



第2囲 落下塵中の全放射能の各年降下量の変化
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表1放射能測定結果(最高値,最低値)

最 高 値 最 低 値

種 別

採 取 地 採 取 地

上 水

京都市

蹴上浄水場

京都市

蹴上浄水場

河 川 水

京都市
鴨Jtl(上流)

京都市
鴨川(上流)

京都市
鴨川(下流〕

京都市
鴨川(下流〕

牛 乳

京都市右京区

京都市南区

茶(製 茶〕

和 束 町

宇治田原町

京都市

蹴上浄水塩

京都市

蹴上浄水場

京都市
鴨川(上流)

京都市
鴨川(上流〕

京都市

鴨川(下托)

京都市
鴨川(下流)

京都市右京区

京都市南区

幸 治 市

宇治田原町

は ま ち

宮 津 市

宮 津 市

宮 津 市

宮 津 市

〟#Cl

/生g

は採取墳所忙エ卓二

卓h測定値であっ

められなレ㌔

〔B〕雨水,ち

降水忙エる定時

るとみられる｡-
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第1表 降水中の放射能の推移

月 別

測 定 平 均 値 最 大 値 最 小 値 降水忙上る

月間降下量

mc/km2

降水mm当

少降下量

mcノ座mヱ回 数 〟〟C/hl 〟〟亡/血l 肌畔メIll

~~~lo年10月 4 0.068 0.230 0.005 3.3T 0.04

11 11 0.01丁 0.113 -0.012
1.84 0.01

12 6 0.024 0.118 -0.0ユ3
0.68 0.01

1 丁 0.048 0.11¢ -0.031
1.85 0.a2

2 8 0.036 0.070 0.009 2.28 0.36

3 12 0.011 0.128 -0.002
5.89 0.03

4 10 0.034 0.104 0.001 ム丁5 0.05

5 12 ユ0.826 368.900 0.003 亭950.3T 13.37

6 13 0.058 0.212 0.001 12.$1 0.07

丁 8 0.041 0.138 0.010 10.30 0.06

8 3 0.000 0.002 -0.034
1.3g 0.01

9 10 0.015 0.027 -0.038
1.42 0.006

の降雨では0.016±0･021J上〟C/hlと減

少し,5月16日午後1時15分から午後

2時(降雨量1.1ミリ〕の降雨では0･096

±0.023〟〟C/血1以後定時測定で数回

1-4xlO-1J叫C/血l程度の放射能を測

定しているが,8月以降は先験前の値と変

らなくなりている｡

なお中共の核実験忙際してI大型水ばん

乳ヨ｣
轟■■下t

⊂=====コ 員■■下t

_____
｢-■耶■

[
‖
‖
‖
‖
〓
‖

=

佃札廿=====脛
虞

㊥ 陸水,食

酢2衣忙測定結

のレベルとほほ同･

伝)その他

海水,海底土,

等の測定結果も昨

状な変化は認めら



第 4 囲

抑∫〃､ダ/エナノ

幣雨t 甜ミリ

試科名 単 位

上 水
原 水 〟〟C/l

牛 乳 〟〟亡/盲

牧 草

空間線量 〟r/hr･



a)陸水の放射能

地表水を原水とする上水の原水に,5月に放射能を認めたのみで一その他の月忙比原水･炉過水と

も放射能を認めなかった｡

また,河川水にも放射能はほとんど認めら九なかった｡

4)食品中の放射能

市乳1種,生乳2種につぃて奇数月忙測定したが,いづ九忙もわずか認めた○

野菜,栽類につぃてもわずかに認めた｡

5〕土壌の放射能

2地点で測定した｡いづれにも放射能を認めたが,昨年亜よカヤや低叫直であった｡

6〕空間線嵐

鳥取市内の3地点で測定した｡5,8月おエぴ1月にヤや高h値を示した○他の月はほほ同一の値

を示した｡

丁〕 ウラン分布

本年度も,灯Fの河川水,土壌,農作物中のウラン含量を測定したが,昨年同様ウラン鉱山忙近山

地域のもののウラン含苛が高かった｡

Ⅱ 総 括

調査期間中の5月忙中共において核爆発実験がおこなわれたため,同月の雨水･ちカおよび陸水等

に放射能の増大が認められた｡しかし,この影響は短期間であった○

全体の傾向として,昨年藍よ力も放射能の測定値は低かった○

〔附記〕

中共の第3回核爆発束騒が1966年5月9日におこをわれたが-その影響は実験後2日目から現

われ,5月11日忙雨水中に13脚C/hI(250mc/km2/日〕の最高値を認めた○ これは,過

去把かこなわれた中共の核爆発先験による影響の最高のものであった｡同時忙飛来したG.P･は5

析旺野菜王

全放射尉

析法｣忙司

-(LB〔

食品中¢

1.樫

i) 雨力

たが,5f

験を行っカ

以後放射舌】

0.3一-11.7

した｡5f

ii)上知

年間平準胱

iji) 天力

前年産よ旦

iv)河Jl

均は高梁J1

2.ゴ

i)果ヲ

の影響は-

梨の放身

〟〟Ciノk



まで忙0.2-3.9〟〟亡i/女 であった｡

未年亜は5月忙中国の核実験があゎ一雨水忙ヤゝ著明有放射能を認めたが一時的であった｡雨水以

外の各試料は,ほとんど汚染卓九ず･前年度若しくはそれ以下の放射能であった｡葉菜類の…sr

分析は試料数が少く放射能変動の比較は困難である｡しかしその汚染は前年度程度のようである｡

吉d.福岡県における放射能調査

福岡県衛生研究所

森 彬,森 本 昌 宏

大 崎 嫡 彦

1965年4月から1968年3月までに行なった放射能調査の概要卦よぴ1966年5月の中共

第3lL帽粟娘のとき測定Lた放射性日大粒子忙ついて服皆する｡

11965年旺の放射宙巨調査概要

1.1雨水,1965年産は委託調査の雨水採取法が旬間採取と左ったので･10日分を集めて測

定を行った｡たゞし4月1日-20日卦よび中共第2回頓実験後の5月21日-6月20日は降雨毎

の測定を行なった｡

中共第2回核実験(1965･5.1り前の降雨からは4月18日忙0･3脚C/hlを計測したの

が最も大きかったが,実験後は5月21日採取の降雨(雨量15･1ミリ〕から2$･丁4脚亡メnlを計

測した｡しかしその後は26日(雨量3丁･4ミリ)忙0･15脚亡/hl･29日(雨量3･丁ミリ)忙

0.28J叫C/血1を計測したのみで息敵忙減少してぃる｡

1.2 陸水 測定結果は衷1忙示すとお虻である∩松崎浄水場で12月忙採取した上水(原水〕か
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衷5 牛乳(市販乳)の放射能(脚C/500mg灰除K)

採取 年月 採 取 地 測 定 値 採取 年月 採 取 地 測 定

_埠__
40. 5 古賀町青柳 12.8±5.1 40.12 古賀町青柳 12.8±5.9

40.丁
〃 丁.T士5.8 41.1 〃 6.5±6.1

40.11 〃 6.3±5.3 41. 3 ク 13.2±5.5

2.放射性巨大粒子忙つぃて

1966年5月9日忙行なわ

れた中共第3回核実験忙よる放

射性巨大粒子は新潟I東京をは

じめ全国各地で発見.偲劇毒れ

た｡当所でも屋において操索を

行なった結果,5月12日･に

2コ,13日忙3コを発見した∩

これを科学技術庁から指示され

た方法で採取して計測した｡測

定結果は虞6忙示す通ゎである｡

粒子はいずれもゃや黒みを帯び

た褐色で,形はほほ球形を竜し･

1-2コの小突起がある｡放射

能頻度は45-177.丁叫上C/粒

であった｡

減衰曲線は図1の過少である凸

経過甘獣

第1囲 グロスβ放射能の滅蓑
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次忙,昭和41年の中共第3回実験の際には爆発後約1ケ月間の調査結果では雨,浮遊塵共忙頓実

験の影嘩と推定できる高い測定値は得られなかったが,長崎市内のビル屋上約50m2 を走査したとと.

ころ,5月12日午前10時から午后丁時までの聞忙GP7個を捕集した｡全β放射能は1粒子当少憩

最高75800cpm(238mFEC〕,最低1900cpm(6mJLC)で,104cpm レベル4個と103cpm

レベルのもの3個であカ,放射能は46-56時間で半滅した｡

フォールアウトの月間平均降下量(以下,単位m亡/kmヱ/月〕は昭和38年鹿a乱9,39年鹿

21.8,40年藍10.丁,41年盤上半期5.9であれ前年度比で,昭和39年亜ヰ5瘍,･lO年度

51喀,41年産45喀それぞれ兢少してぃる｡また月別の降下量は40年鹿では最高が5月の3き.

6.最低が1月の2.1,41年碇上半期で仕最高が9月の丁.9,最低が丁月の3.3であカ,40年8

月以降,月別値の変動は著しく小と在っている｡

40年直の雨水の旬間測定値は100pc/lを越えた4月の数例と中共窮2回壕実験後約20日間

の記蘇を除けば,すべて10-60p亡/Ⅰの範囲であゎ,目立った変動は見られなかった｡41年直上

半期の降雨毎測定値も100pcを越えた6月の赦例を除き.概ね10-100pc/lを示してぃる｡

(雨水の測定成績は表1参照〕

表1雨I落下塵の放射能漉定成席

年 月
放射能1)

pc/l

40. 4

5

6

丁

170

180

568

388

降下量1)

mり在In2

最 高 り 最 低 2)

月 日 p c/1 月 日 p c/1

4.1

5.20

8.11

丁.ヱ1

4.30

5.10

¢.21

丁. 8

35

37

11

11

浮遊塵は40年

共第2回実験のあ

の39年10月の

年上半期の月別平

月別の変動祀非常

通年平均値を年

少,前年度比で,

ヰ0. ヰ

5

8

8

0

10

11

12

41- 1

2

3

4

5

4

5

一〇

8

9

0

1

2

1

ヱ

3

4

5

1

1

1



ぎ｣0.12,｢あらかぶ｣0･0丁,｢ぃか｣0･05である○

海水(長崎港〕は年平均(以下･p亡/l)が0･85であわ,佐世保港(0一丁-1･2)I末支部海

(0.4-2.0〕の値とほとんど変ら帥｡陸水,食品その他の測定成削表3参照)

東3 陸水.食品等の放射能軋定成績

昭和40年4月-･41年3月

試 料
職定

回数
採 取 地

最 高 値 l最 低 値

採 取 日 裁 定 値｢
採 取 日 滅 定__些

上 水(原水)
4 長崎市茶河内 40.4.2丁 9.5 pC/1 41.1.丁

. p

〃 6 佐世保市山の田 40.10.6 丁.2 〃 41.2.9 1.9 〃

天 水 3 福江市赤島 40.丁.19 26.0 〃 40.10.12 13.3 ク

〃 3 小浜町雲仙 40.丁.28 35.1 〃 40●10.19 8.T 〃

牛 乳(原乳) 8 長崎市先の平町 40.5.13 0.19pC/岳 40.11.1 0.1ユp亡/女

果実(みかん〕 4 島原市･大村市 41.2.8 0.10 〃 41.2.8 0.02 〃

魚 12 佐世保市相浦 40.8.9 0.3丁 〃 40.6.9 0.04 〃

土 壌 2 長崎市家野町 40.8.15 5.4 pC/g 40.12.13 1.5 pC/g

12 長 崎 港 40.4.】打 1.4 p亡/l
41.1.別 0.5 pC/1

58.狭山其の放射能調査

埼玉県衛生研究所

小 津 茂 弘,Jtl瀬 専
一

__.._
▲.▲_ _

｣山｢- ｢

_トト
｢7▲

られた｡

(対照)と(水

特忙大卓を差異性

ず,ぃくらか(水

が低h値が得られ

る程駐であった【



の組合せによる7ルアアスペクトロメ一歩忙よった｡

瀧定結果をまとめると次の過少である｡

?'スト中の210Pbの平均値は1.OXlO-14Ci/m3air,210Poの平均値は1.3xlO~15Ci

/h3airであった｡なぉ210Biのt/ベルは210Pbと佗ほ同程匿であった｡粒子サイズ分布はほ

ほ対数止規分布とみられ,そのAMAD(Activity Mbdian Aerodynamic Diametor)

は,210Pb,210Bi,ヱ10po の3者とも忙佗ゞ1=l〟mであることがわかった｡

現在までの人肺試料の測定値の平均は,210Pb忙つぃては1.7XlO~1ヱCi/全肺であった｡

210Biの値は1.8XlO~12Ci/全肺とみられる｡

この低から肺線読を求めると,均→分布の仮定のもとで,0.3ミリラド/年であるが,肺の試料数

が少なhので正確な値ではない｡

宏封浮遊塵の測定値をもと忙して,ICRPのLung Dynamics把関ナるTask Groupの

モデルから218Poの畳を推算すると1.5)〈10~12Ci/全肺と求められる｡この値は肺の実灘値

1.7×10-12Ci/全肺とぃちじるし(近h｡たゞ210Pb,210Biの浮遊塵からの計算値は.肺

実測値のほゞ2倍となカ,やゝ連山が大きh｡測定値の例数が増せばよカ正確を比較ができるであろ

う｡を畠㍉上記の計算における仮定は次の通bである｡換気回数15回/分,Tidal量丁50ml

すをわち吸入量は18m3/日,210Pb,210Bi,ヱ10Po の化学形は安定な酸化物であるとした｡

40.人体旗器中のセシウムー1吉7濃度について

放射線医学総合研究所

田 中 義一郎,富 川 昭 男

3.実験

試料おょび

ては第1表忙

2(女)把対

(男)は2侶

を示したが,

るものか,年

忙よるものか

以上町結果

1囲のどとく

鹿をみると肝

小腸がこれ把

低い値であっ

の諷定結果上

の臓器全般陀

つけられず,

わたぃと思う



第1表 血液中の137Cs(pCi/kg)1966年4～5月

郡 市 lユT Cs 平 均

札 幌 2 4.8

2 7.丁

2 5.丁

2 5.9

2 2.3

2 5.3

青 森 21.1

21.7

21.3

3 5.4

18.2

23.5

仙 台 3 $.5

2 0.4

1丁.2

23.5

28.4

25.6

福 島 21.5

16.9

12.1

2 2.g

lO.3

18.7

新 潟 29.4

3 6.0

19.0

2 4.2

2 4.1

28.5

東 京

16.5

都 市 1附Cs 平 均

古 屋 26.8

21I.0

4乳8*

24.1

1乱2

22.5

(*除く)

京 都

16.1

大 阪 25.8

15.4

22.8

25.6

1丁.4

21.4

広 島 19.0

21.2

2モL5

16.3

2 3.9

2 0.8

長 崎 61.0

26.4

2 丁.0

2 8.5

24.3

27.0

鹿 児 島

2 5.6

1.N.Yamaga

2.A5SeSSme

乱･N.Yamaga

4.Ⅳ.Yamaga

T.A.Iinu

5.N.Yamaga

42



第1図忙示した｡1985年1月から丁月

にかけては人体負荷量,尿中排雅量とも忙

漸減の傾向にあるもののほほ平衡状態に達

してぃることを前回に報告したが,この傾

向はその後12月まで続ぃて概察された｡

人体負荷量と24時間尿中排泄量把つぃて

前記の各数値を第1表忙示した｡人体負荷

竜と尿中排泄量との相関を1965年8月

から12月までの期間忙ついて求めると,

相関係数はr=0.44,回帰直線y=42

(Ⅹ-0.072)+8.6で1965年1月

から丁月の期間把ついて求めた前回の結果

を人体負荷量把体厚,俸幅の補正を加えて

得たr=0.96,y=120(Ⅹ-0.092〕

+11.6よ力も相関が悪くなっている｡そ

の原因は第1囲にみるように体内量,排泄

量ともにほほ一定値把近ずぃてきたために

各々の微小な変動が相関を悪くす阜よう忙

大きく影響することによると考えられる0

8月以降12月までの謝直を丁月までの数

値に加えて相関係数,回帰直線を求めてみ

るとr=0.96,y=130(Ⅹ-0･083〕

Jナ▲■ヰ /PJ∫ヰ

第1図 Cs-13丁の人体負荷量と24時間尿中

測定年月
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丁
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45.乳歯中に含まれ右脚Srについて

国立予防衛生研究所

○永 井 充,岡 田 昭五郎

駒 井 知 好.大 西 架 蔵

長期間にわたる人体へのパ川Sr の蓄積量を求める一つの基礎資料をうるため托∴1961年以来･

乳歯に含まれる川Sr 把ついて経年的変動をしらべてきた○その後検体試料数を量れ1948年

から1959年生まれまでの乳歯忙つぃて得られた分析結果と,これ把加えて乳歯内忙発見ナる

Ne｡natalline(新産線)を基として胎生期と出生後忙封ける乳歯歯冠部の形成割合ヤ萌出後

乳歯へのノ川Sr の浸透,吸着など把つぃて検討を加えたのでこれらの結果把つぃて報告する｡

(‖ ■乳歯の収集把つぃて■

乳歯の収集は末年9月までに幼稚園‥小学校,歯科医師会など把エわ約3机00本が集められた｡

この中,関東では約21.200本を,東海では約3.800太が集められ,この他の地域から送られたも

のが約4.800末である｡その他忙,調査率項の不備恵もの,高圧のうしょくなどで試料として不適

当恵乳歯I約5.900五は除外した｡収集した乳歯の中,概ね64喀力坤側切歯(A･B)であゎ･

乳犬歯は(C〕23喀,第1乳白歯(D〕は8喀･そして第2乳白歯(E)は5喀の割合であった｡

以上の様忙地域別,出生年別,および歯種別忙分け･更忙栄養別の分類では生まれてからけ月以上

を母乳,人工栄養,および混合栄養のみで育った子供の乳歯を用ぃ,常法忙よ少川Srの分析を行な

った｡

(211乳歯のNeonatalline把つぃてr

た部分の割合を扉

21鳴が.出生復

(封 ■乳歯の

乳歯歯冠のエナ

1955年と1

トンを用ぃて比逓

のCaと叩Sr長

量忙対すがOsr

様把大部分は胎生

組後に移行する売

物から血行を介L

せた.これ把力】

=Srが添加さか

の方忙川Sr放題

(4)■永久由

口腔内忙おぃて

の帥Srの浸透,

程亜を検討するホ

19 4 2【-19｣

まれの乳歯を一重

定したところ,『

u.と非常に僅ゴ



1958年秋から,59年紅か

けてFallo□t の降下量忙急

激な増加を示した串はすで把気

象研究,私共,その他で報告書

れてぃるとおぬであるが,乳歯

中の90Sr畳もその影響と考え

られる増力瞳,即ち- 58年の

人工栄養2.4s.u.,59年の母

乳栄養1.6s.u.とこれまで把

なぃ最高値を示してぃる｡この

僅から,54年(S-29)生

まれを1とすると,58年一59

年把は4-5倍程度把相当する

(
■
U
ゝ
り
斗
可
)
q
†
`
⊇
雲
○
ト
占

軋■中巧ストロンチウム一問1廣 (出生暮J

第1図 乳歯中のストロンチームー90濃度

乳歯内への蓄積があったものと思われる｡

出生後の噂育状況による差異咄図にみられる

様把∵53年生まれせではその差がみられをか

ったが,54年以後から息敵な増加把伴走って

母乳にくらべて人工,混合栄養の乳歯の方がか

な卓上まわる増加を示してぃる｡

其の後,1954年生まれから行った東海地

方の分析結果は衷2忙示す様丑結果であったが

東海地方の分析検体数は1-2例程度なのでこ
t

..▲

..._.
■.__ ■

_ ...._
● ▲ ■l ヽl′■ ▲ ■ ヽ■ ■
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｣■ ▲ ■_ ■ ▲ - ■ ▲

表2 乳歯中のストロンチウム一合0鎮定

(〟〟亡i/女Ca)

出生年 関東地方 東海地方

1950

1954

1955

1956

195T

1958

0.1丁±0.04(ヱ)

0.33士0.05(8)

0･85士0.05(1幻

0.85士0.09(12】

0.TT士0.03(9)

1.24±0.1丁(4)

0.16士0.02(1)

0･ユ0±0.04(1〕

0■80士0.06(2)

1.04士0.11(1〕

1.02±0.09(2)

1.56士0.0丁(2)

Caの定量は

ち,EDTA把

めた｡

また,安定S

化学会19年会

a9年虔年報･

方法忙上る原子

力定量を行なっ

あたカト装置壮

Elme一社製(

Atomic Ab】

Spectromel

した｡

90Sr把つレr

把示ナ｡日茶人1

々増加を示した

鹿とほほ同じ艶

増加の傾向がみ

じで,5-19:

傾向が放射性降

サンデリング誤≡

が充分でなhの･



試料採取年月

65年10月

〃

安定 S r
帥Sr

(Ⅰ£iノ増血)

l

l

l

l

l

カ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ヶ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
=

l

T

8

0

0

0

0

0

1

〃〃

ウー

月

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

月

月

月

4

2

1

〃

l

l

一ケ

〃

10月

一ケ

一夕

〃

月

月

月

月

月

月

月

月

月

5

0

2

0

0

2

1

0

〃

〃

5

1
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〔跳定条件〕

検出器………………GM菅Aloka-422

計数装置‥･･…･･･…‥
スケーラー Aloka TDC-1

レートメーター Aloka DC-10

校正用綾瀬…………226Ra-690〟C l㍍cs-100上代

線量審校正常数……0.059JLr/hr･Cpm

醍方法……………GM管を屋上虻直立(禦漕㌍.鮎1m)
泡定日時……………毎週月曜日 9時-10時忙30分間測定

〔測定結果〕

表(空間r線量審〕

1963年平均F g.1#r/hr

1964年平均｢8.3 〃

1965年平均 8.1 〃

年･月･日 〟r/旬r

1965. 8. 3

8. 7

8.16

8.23

8.2g

(月平均〕

9. 5

9.13

9.20

9.2丁

T.9

7.9

7.8

乱0

丁.8

(8.1)

丁.8

丁.8

7.7

8.1

年･月･日 〟r/br

1966.1.3

1.10

1.1T

l.24

1.31

(月平均)

ヱ.丁

2.14

2.21

之.28

8.2

8.1

8.0

8.0

8.2

(8.1)

丁.9

8.1

丁.9

8.0

年一月･日

19¢6.6.

5.

(月平]

6.

6●

8.

6.

(月平:

丁.

丁一

丁●

丁.

(月平:

以上現在は別三

尚1966年



と振動窄宜電位計把よカ,充電法忙エカI20窃以内の誤差忙上って測定卓れた｡校正はRalm亡標

準繚源把上わ行表われた｡

Ⅱ〕家屋内把卦ける主要一次r線束の角度分布の測定 5偶厚の鉛でコリメートしたNaI(Tl)

検出器(4■¢)およぴ100チャンネル耽高分析器を用い,主として上2好方向(封よび下2好方

向)から入射するr線のスペクトルを測定した｡コリメート盲れた検出器の感度の方向依存性卦よぴr繚

束把対する絶体効率は137Cs(u.86Me十)および帥Co(1.33Mev)からのr繚忙対して実験的に

定めた｡また相対的感直のエネルギー依存性は種々の7イソトーブを用ぃて行をわれた｡得られたr線ス

′留トル払主として40K(1.46Mev)かよぴ20さTl(2.62加kv)のフォトビータにつぃて解析した｡

正)野外における全線量率の測定および主要一次r線来観直の瀧定

以上の測定を家屋内におぃては東京周辺や各建築構造の住宅10数列忙つぃて,野外では放送研グ

ランド把おぃて周辺の建築物の影響の少なh条件で行なった｡

瀧定されたr棟スペクトルからI全線畳率把寄与する主要な一次r線は.今回測定を行った地域で

は40K(1.46Mev〕およぴ2O8Tl(2.62Mev】の2本であわ,Ra-C からの究与はぃずれの場

合忙も比較的少をいことが見出卓れた｡

家屋内忙おける r線量率

全線量率
(除宰領儲=

〟rパIr

▲OK+ヱ08Tl

上2汀

〟rノ佃r

▲O K+208Tl

下2汀

〟rノ血r

"Ⅹ+208Tl

〟r/hr

▲○路卜別冊口車

¢

野 外

放医研グランド

軽木造(和式)

A(千 乗)

次r粛忙エる赫羞

九第3,■,5葡

上記の測定鈷男

1) 家屋内把ゴ

東口ーム地域忙j

2) 家屋内でた

木造家屋の場合｢

築の場合忙はIて≦

野外の場合に此一

3〕建材等の責

ち上方2好方向力

上下忙佗ゞ等方舟

舛であゎ,この亡

藤と同程度の散胡

散乱櫻の程度は奄
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48. 日本近海海水の放射能

海上保安庁水路部

塩 崎 愈,0背 戸 義 郎

1.調査方法

全放射能忙つぃては前年同様,太平洋泡では黒潮を中心として･陸漉･沖軋の3海域把分け･又日

本海例では日本海南部,北部の2海域忙分け,現在迄太平洋土日本梅雨方合わせて2g試料を採取

し,測定を行なってぃる○

核種分析試料について,太平洋側では水路部で行なっている海流通報I定偉観跳の都度･黒潮中心

部で海水を採取,又日太海泡では,小棒I新帝,舞鶴匂管区水路部で行なう定線観池の都度海水を採

牧.現在迄太平洋,日本海側合わせて31試料を採取し,Sr-90,Cs-13丁･Ce-144の分析を

行なってぃる｡

2.調査結果

イ) 全放射能

太平洋掛‥85年11月から66年2

月紅かけてt黒潮中心部と

陸側では,1.丁2一札門dpm

/ゼの値が得られた○一方

押測では2.丁～2.3dprI招

と前者と比較するとヤゝ高
■■■
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第1図 港湾水gross-βの推移

は乾燥後1kg臥上となる程直の量である｡

海水のグロスβの側定はFe-Ba法把よって行恵h,

海底士のグロスβの瀧定は乾焼畑士の0.5gを試料皿忙

とりGM計数装置で測定した｡又グロスrの測定忙は乾

快紳士100gをとカ,3〃¢×3〃封aI(Tl)シソ

チレークーを検出体とした医理研製シングルチャンネル

スベタトロメーターを用いて行なった｡

これら¶連の測定結果は次の如くであった｡

海水のグロスβは,佐世保港では,65年12月から

北太平洋西部ミ

窮1或忙しめ･

195丁年忙は0.

あったが,年と

ぞれ0.2一-0.5

大し1964年忙

った｡初期のこ･

Sr-90 が北j

のであ少,その:

年からの増加は｣

比較のためにニ

ュぴSr一合Ol

第2表忙しめ･

1959年忙は

は0.04･-0.15

ったが,1964



れた表面海水中忙含まれる放射性核種の確度測定を行なった○対象核種は一00sr･l"cs･1=ce

およぴ95zr一拍Ⅳbの4核種である｡

〔2〕分析法

分析法は塩崎らの方法〔J.Oceanogr.Soc.Japan,20(2),31(1964)〕忙準じて行な

った｡

〔3〕結果並びに考察

第1凄忙示したのは,1965年10-11月およぴ1966年1-2月忙採水卓れた表面海水中

の90sr,1Hceぉよぴ137cs濃度である｡

第1表 表面海水の放射性核種萬鹿

採 水 地 点 採水年月日
濃 度

gOsr(pCレ官) 1=仕(pCレぞ〕 冊也(pCi〟)
冊曙舟sr

東
京
湾
内

菓

〟

更

〃

総

〃

千

木

上

40.11.4

41.2.15

40.11.5

41.2.16

40.11.10

41.2.11

0.32±0.05

0.28士0.04

0.40士0.05

0.34士0.04

0,16士0.04

0.28士0.03

0.04士0.02

0.05士0.01

0.10士0.01

0.02士0.01

0.02士0.01

0.0丁±0.01

0.32士0.05

0.30士0.03

0.28士0.03

0.35士0.03

新潟市沿岸 A

〝 B

〟 C

0.40士0.04

0.22士0.02

0.23士0.02

0.02士0.01

0.04士0.01

0.03士0.02

広 島 湾 A

〝 B

0.26士0.02

0.2g士0.02

0.06士0.02

0.05士0.02
広



麒丁8,¢3(1964))よりやゝ低h｡

長屋らは,海底土中の13Tcy′90sr比が高hことから∴海水中18Tcsが不安定であって,#濁

物への吸着等忙より海水中から除去されて沈積し干すhことを明らか忙しており,また佐伯おエび鎌

田壮,海水への放射性物質の供給源の叫つである河川水中の1"c㌢′…sr比が,年々減少してぃる

ことを認めている｡これらの事実エり,沿岸表面海水中の川Tc㌢′帥sr比が年々味少ナる傾向を示

すものではなぃかと推測卓れたが,明らかな年次的変動を認めること壮できなかった｡それは,採水

地点および採水時期忙よって.試料中忙かをりの懸濁物が存在することがあり,採水卓れた海水は,

普通炉過などの前処理奇行をわず忙,そのまゝ分析忙供卓れるため.たとえば海底土の表土の舞上が

りなどがあった場合忙は,それも含めて親定されるため,年次的変動が現われなぃのではをぃかと推

測された｡このことからも∴海水中の放射性物質の分析を行なう場合,辞退などの前処理を行なうべ

きか否か,行なうとすれば,どのような前処理を行なうべきかは,大切を問題の一つであろうと考え

られる｡

14ヰce は,前年度に比較してぃちじるしぃ減少を示したが,これは,前年度の抄鐘集忙も述べた

ように,物理的半減期が掴srや冊cs忙比較して短かhこと,および海水中の懸濁物忙附着して

すみやか忙沈降したこと忙よるものであろうと推測される｡

95zr-粥Ⅳbについては,前年産と同様全く検出卓れなかった｡

52 海水中のクロムー51の捕共について-Fe皿左

遷元割として用いる水酸化鉄共沈法-

国立公衆衛生院

担 体

Cr㈹(mg

0.0 9

0.09

0.1卓

0.19

つぎ忙,名

大容量の声

gを用い,討

のまゝ比例付

す一恵わち,

剤48mg,

水酸化物の督

量の試水を文

沈澱を辞退L

た｡本来験忙

らIさら忙1

80己328日

海水処理を巨



Fe,Al,希土類元素lウランIアクチニウム･キュリウム･アノ!トレウムは吸着卓れることな

く分離盲れる｡8ⅣH叫で洗浄臥12Ⅳ=Clで洗軌希土鼎元軋トリウムは完全忙除かれる｡

最後忙吸着されたPu(Np)粗描NmC狂で溶離する｡溶離削PuNp)はホットプレート上で蒸発乾

田したのちPuの電着を行なう○

蒸発乾固したのち8Ⅳ=博㌔1mlで溶解し電解セル忙移す｡最初の2分間2amp･5VOltで

電解したのち.1amP4･5VOltで60分間電着を行丑う｡電極間距離は3mm,電着板としてステ

ンレス板(30mm)を用いたo

pu-2ユ9の化学的収率は降水の場合56士5鳴であった｡又電着の収率は60分間電解を行をっ

た場合100士3屯であった0

1958年から1960年までの3年間のPu-239の降下凱Sr-90降下量･Pu-23VSr

-90比を表忙示す｡

Pu-2ユ9/Sr-90 比は

表でみられるよう忙1958

年は1.2XlO~丑,1959年

は1.6XlO~望,1960年は

2.OXlO一層 である｡これら

の値はアメリカのHASI}計

表 Pu-239およぴSr-90年間降下量

Pu-239 Sr-90 Pu-23g/Sr-90

mc/Km璽 mcノ≠m丑 鳴

3月一12月1958
0.056 5.09 1.2士0･丁

1g59 0.092 8.0 9 1.6士1.0

19¢0 0.049 2.3 9 ao士0.¢

画で成層圏内の塵忙ついての30｡-gOⅧの平均値1･丁±0･6と帽1ト一致した値である｡

河川如ついては北上川および最上川の溶存しているPu-2さ9の測定を行なった｡用ぃた試水の

量は500gである｡

それらの測定結果忙ついては現在検討中である｡

__.｣..._=‖
_⊥d_-■l⊥_ 一丁rヰ由女tll嘉!∃=止血搬上空 ぃても:阻#1許死中である｡

超音波発振器雪

容器忙入れ-i

(これは測定j

測忙エり決定･

投入すると.1

周囲の海水の!

立状態となる.

の海水の流れ

これを観測船

イドロブオン

時間差を測定

位置忠通当な

けば,その軽

を算出するこ

追跡は3-4

る｡この測定

を常忙±0.1

鹿で決定しな

レーダーレプ

カードIブイ

う｡(ロラー

Fi庄.1析
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4･結 論

｢っりあいうき｣忙よる深層流測定が1960年から1966年の間11回なされ,本州東方匿おい

てその結果を今迄の種々な説と比較したところ,この｢う垂｣忙よる直接測定の結果は今迄の諸説と

は逆忙日本海溝沿い忙2-3C叫′secの南下深層流の存在を示した¢ この深層流は2000nト3000

mの深さを占め.日本海溝の北端から始まって関東東方の黒潮の下を横切り約300Ⅳあたりまで流れ

る｡これは岸人(Kishindo,1940)が発表した説を支持するエう忙思える○ナなわち伊豆海嶺

の東側の西太平洋の4000-5000mの底層水の起源は450SI1800E付近から北上した南極系

水てあり,これが千島列島およぴカムチャッカ海域で湧昇し,200¢-3000mの層を反対忙南下し

ているものであろう｡また1000m内外の流れはほとんど表層の流向と同じであるが流速は数

10C叩/SeCから数c叫/SeCである｡

臼太崩の淀屈ではほとんど流れは在いとされてぃるが,実例忙よると800mの探さでは反時計廻
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55 海底堆積物中の放射性接種濃度

採集地

東京湾

天 羽

木更津

請 戸



由としては泥質は砂質忙比べて多量の粘土鉱物と有機物質が含まれているが,これ等のイオン交換容

量が大であることと日掛質の粒子が徴柵であるため忙海水中懸濁物として存在して海水忙接触する時

間が長いことが考えられる｡

各試料の13アcs/90sr比おエぴ144ce/90sr比を比較すると･いづれの比も海底牲積物は外

洋海水ならびに指岸海水よりも高く,また外洋海水は沿岸海水よりも高h｡この事実は沿岸海水中か

らの13アcsと1=ceの堆積忙よる除去がかなり顕著であることを示ナものであわ･この傾向は特忙

l=ceで著るしいことが推定される｡これ等の結果は昭和35-ユ丁年忙水路部忙よって実施享れ

た港湾放射能調査の結果とエく一致する｡

年鑑別変化は,昭和3T-38年鹿のピーク以後減少の傾向を示してぃるが･地域的差異虻試料数

の不足のため明白で恵い○

5占 19占5年度における海洋生の全ベーター

放射能について

水産庁 東海区水産研究所

服部茂昌.本城康至･木立 孝

奥谷喬司･鈴木秀葡･田中萩子

19$5年度忙太平洋側で行なわれた海洋生物放射能調査の資料(本報告から壮港湾放射能調査l

近海放射能調査が加わっている〕-おエび前年まで忙得られた資料忙基づいてIその結果の概要を報

あったが,19

スは大エそブラ

1962,196:

年忙はさら忙低

5)横須賀j

は1964年10

い,各生物群馴

生物種忙ついて

生物群にエる二

生物放射能調査

物プランタトン

海藻類丑どが相

コ,ヒトデ,レ

プランクトン

カジノ忙つぃて

これ忙よると.

1985年5月

年10月,196

はっき少したビ

ラサキイガイ.

時が核尭放直後

ておらず.196



57 海洋生物の全ベーター放射能値とC母-144

などの濃度との比較について

水産庁 束海区水産研究所

服部茂昌,○木立 草,田中萩子

1.緒 言

1964年9月から始められた港湾放射能調査の海洋生物試料忙つぃては,水産研究所で全ベータ

ー放射能の捌定,分析化学研究所でSr-90･Cs-13丁･Ce-144などの核種分析･公象衛生院忙

ぉぃてRu-106,Mn-54,Zn-65,Co-60などの機器分析が同一試料忙ついて行在われてぃる｡

全ベーター測定の持つ利点は試料採取から測定するせでの期間が短かい点忙あり･影響判断忙対して

核種分析を行なう期間の補足的な意味も極めて高hことは今更言うまでもなレ㌔これら各種の測定値

忙ついて,それらの相互の関連を検討して卦くことは･今後本調査を進める忙あたり極めて重要であ

ると考えられる｡

生物の持つ核種濃縮の特性忙ついては藻類と且類の汚染忙あずかる主要核種はRu-106と

c｡-144であり,魚類のそれはFe-55 であることが認められている｡今回はこれらの結果のう

ち1965年庭中忙測定されたプランタトン･カレイ類Iムラサキイガイtカ甘メ忙つぃて全ベータ

ー放射能値とCe-144などの湛度との関係につぃて検討し･若干の示唆が得られたので報告する｡

なお分析化学研究所で行なわれた分析結果は科学技術庁原子力局放射能課忙よる｢米国原子力潜水艦

寄港に伴う放射能測定結果｣の第2･ユ集から引用した｡

2.結果ならびに考察

調

核架鹸(19

から採集日t

核実験(1甘

から採集日

採集日から■

日数

採集円から一

日数

ブランク

(r=+0.8

意)が侍ら

うち植物プ

のみについ

相関係数r

率で有意)

クトンを含

はなLハ｡

カジメ忙

および相関･
ヽ

.__■■
一■■ ▲●



第 2 国

力汐メの全ベーター放射能(pC阜/kgwet)とCe-144

(pC阜/kgwet)との回帰直線とその95%卦上び80%

の信頼限界

58 沿岸海産生物中のストロンチウムー90含阜について

魚類としては

富め(軟骨魚)

0.1･-0.9の間

を海産魚の対照

べると10倍-

藻 類

重 な あ

あ･さ く 盲

ぃ わ の

て ん ぐ

わ か

且 類(肉)

あ 卓

た ぃ ら

か

ち上うせんは･

卓 ゞ

ヤ t と し

且 類(殻)



試 料 採取年月 採取場所

灰分/

湿重畳
(%)

Ca/

g一灰分
(亜)

pCi/kg

捉韮蒐

S.U.

魚類(肉)

きんめだい 1965I3l 鼎 模 湾 1.63 丁.93 0.98 0.T6

に ぎ す 65III 土 佐 湾 1.28 13.69 1.01 0.58

あ か い か 6419I 相 模 湾 1.59 8.8g 0.48 0.38

草 魚 64I11l 茨城.麻生 1.00 15.90 2丁.30 18.20

苗 魚

魚類(骨)

ひら盲ば

64IllI

64,9,

〟

相模湾

1.40

19.23

9.22

22.50

43.¢8

40.20

33.88

0.93

ひらそ-だ一かつぉ 〟 〟 21.65 23.61 15.10 0.30

さ め 6513- 一か 15.38 40.96 丁.60 0.12

き ん め だ い 〝 〟
23.53 34.44 4丁.06 0.58

に ぎ す 65III 土 佐 湾 12.32 43.93 9.86 0.18

草 魚 64Ill. 茨城.麻生 21.30 37.T2 151t;.56 1$.88

雷 魚 64IlOl 〝 24.34 19.43 1423.8g 30.11

59 沿岸海産生物中の放射性元素

東海区水産研究所

0敦 賀 花 人

試 料

郵 蜘

あなあ卦さ

あさく朝地

わ か め

てんぐ さ

且 類

あ 卓 力

超ハらぎ(肉)

〟(内臓)

か き

ち上うせん
は∵ま くr少

軸l忙u肉)

〝(内臓)

卓ぎえ(肉)

〟(内膜〕

ヤまとしじみ

せたしじみ

いか類

あかいか(肉)



遊泳生物の肉の主要汚染囁種は海藻I且類とまったく異なりbbFeであってIこれは貝類ではさぎ

え肉忙のみ認められたものである○供試試料のうちtひら喜ば(表層性硬骨魚)の=Fe吐とく忙高

く,あかぃか〔衣屑性軟体類),きんめだh(底層性硬骨魚),さめ〔軟骨魚)のそれ忙は大差は認

められなかった｡

占0 海藻中の放射性核種について

放射線医学総合研究所

佐 イ自戒 道

鏡 禾 譲

上 田 泰 司

加 瀬 栄 子

科学技術庁放射能調査の一環として,食用海藻中の放射性核種■Ⅰ,RuICeISr及びCsを検

討するため,1965年忙新潟県,福島県,東京湾.瀬戸内海(広島県)のヰ地方工少2■5-8■

11月把持藻を集め調査した｡

海藻中の帥sr及び1打cs含量を第1表忙示ナ｡広島県の5月採集のワカメの1押cs含量が最

も高い値を示した｡また新潟県のイワキノリ,テンダサ等忙若干高h値をえた｡

その他の核種含量忙ついては分析中である○

第1表 海藻中の帥srとl紺c$凛宜

(1)

19

以来の

(2)

19

沿岸数

時期を

淡水魚

では.

試料:

110一

あと娘

セレク

■-20(】

従っで



地 区 魚 魚

骨 S.U
肉用丁伍pCレ取gfresh 内膳1"伍pCレkgfre血

5 月 11月
5 月 11月 5 月 11月

新 潟 キ ス t36.6 4.6 一

アマダイ 0.3
■■■■-

28.0 2 g.3

サ バ ■■ 11.5 12.b

広 島

ア㌔

ポラ 1.9 1.5

-■

11.4

彙12.3

37.丁

一

23.5 10 4.丁

チ ヌ 0.4 0.8 21.4 2 4.4 16.4 16.8

カ レ イ 0.6 16.6 14.0
■■

コルロ 0.5 0.T 15.1 2 3.8 15.0 19.2

タ ナ ゴ 0.ユ 0.9 3 8.4 4 2.5 13.8 8 6.0

タ チ
■■■ll■l■■ 彙2鼠† ■-l

虫

解剖不能忙つき全魚体処理

(第2表)淡水魚及び棲息水の分析結果(昭和40年慶)

骨 S.U 肉197cspcvkgfresh 内臓13Tcspcレ取gfresb

地 区 魚種 棲 息 地
5 月11月

北海道 フナ

秋 田 コイ◎
新 潟 フナ

福 井 フナ

福 島 コイ◎
茨 城 フナ

茨 戸 湖

添jll字地内

鳥屋 野 宿

方 湖

鮫 坂 町

霞 ケ 浦

嚢46.8

- 18.5

69.3 46.8

- 48.8

34.3 :川.1

5丁.5 38.2

nV

3

ウ
"
∧
U

ウ】

1

5

0
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T

5

一b

■
4
一
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3
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-
b

り
用
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幻
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第3表 棲息環境区分にエる魚骨川Sr確度 単位S.U〔pCレセOfCa)

区 分 採取年 最高値(魚種) 最低値〔魚種) 平均値(分析検体数) 分 析 魚 種

海水海

1963

,64

,65

1･2(サバ) 0.2(アジ)

0.2(サバ)

0.1(黒ガヲ)

0.7(5) カマス,ア汐,サバ,カレイ

4.丁(カレイ)

2.4〔スズキ)

0.5(21)
ノザ,カレイ,エイ,チヌ.イワレ,
サ′く,ヒラメ,メノサ,タナゴ

0.6(1り

カレイ,コルロ.スズキ,鄭ラ,
村ヂ.ヒラメ,タラ,キス,

アマダイ,サ′く,ア汐,チタ

汽水魚

1963 32.8(ポ ラ) 1.3(ハゼ) 1丁.1(12) ポラ,ハゼ

I64
32.5(〟) 0･丁(ポ ラ) 10.5(丁) ポチ

,65
42.6(〟) 1.5(〟) 15.4(16) ポラ

挽水魚

1963 165.0〔コ イ) 2乱5(コ イ) 100.9(3) コイ,フナ

I64
64.4(フ ナ) 13.0(〟) 40.0〔11) コイ.フナ

,65 48.8〔フ ナ) 丁.3(〟) 38.5〔16) コイ,フナ

第4表 棲息環境区分佗エる魚類筋肉及び内臓中の18Tcs確度

単位pC卑/kg fresh

区 分 採取年 最高値(魚種〕 最低値(魚種) 平均値(分析検体数) 分 析 魚 種

188.1(カマス)

88.3(〝)

19.1〔カレイ)

13.1〔〟)

7乱0(5)

48･0(5)

カマス,ア汐,サ′く,カレイ,

43.8(ヒラメ)

111.¢(〝)

3.4〔チ ヌ)

4.1(カレイ)

川.4(25)

23.2〔22)

′1タ.カレイ,エイ,チヌ,
イワレ,サバ,ヒラメ,

ノバチ,タナゴ.コルロ

62.5(スズキ) 9.8〔キチヂ) 27.6(22) カレイ,スズキ,黒ガラ,

キチヂ,ヒテメ,タラ,キス,
一t■._▲J

｣′ tL ▲_●
-t■-●_ 一′

■■

採



のr顧の測定忙関する資料を示した｡これら資料は次のものである0

l.蛍光体のもつ自然計数

2 早苗線忙起因するレンチレーむ′,こンスぺクトル及び計数寄与

3 軸水中に含まれるカリウム忙エるスペクトル及び計数寄与

4.環境のr拙の変動忙際して表われるスぺクトルの変化

5.環境の放射能とスぺクトルの関係を変換する係数

6.水小忙含ま九る放射能とスペクトルならび忙計数事の関係

こ一flr,トニー′Jい-亡2エり机L:I〝¢X3〝帖Il(′1tl)女川いで来航五木ひ凧溝川恒日付丘′1たH畑作什

如き糾t杜舌･硯九｡

1.珠光件のもつ〔l軋t･数軋釦10c･nの過般内で沸起缶行い一肌1衣の拙畏を柑た¢

箭1讃 ⅣaI(T=のバックグラウンド割･数率

NaI(′rl)

の寸法
体 積

パックグラウンド(Cpm)

0.1･-1.OMeV 1.0･-2.OMeV 2.0′-3.OMeV 0.1･-3.OMeV

5"¢X5〝 16 0 0 比 5 8 ¢ 9 9 2¢ Tll

4〟¢X4■ 8 2 3 418 6 2 18 4 g 8

4〟¢X2■ 412 2 6 0 4 0 14.0 314

3〝¢x3〝 3 4 丁 18 3 28.8 丁.2 218

2〝¢X2〝 10 3 91 16.3 3.2 110

1.5-¢Xl■ 2 9 4 0 5.4 4 1.5 5 4 T

1′¢Xl■ 16.4 2 4.6 2.2 8 1.3 8 2 8

せ 抽 一 J
__.■.一

上=ユ 仁=l

射性物質忙上

ものとの区別

5.¢の環境･

/とし.シソ1

条件を与えで

1例として

と

〃汗水のr

なか企.汁政

忙つぃては約

川 緒

国民線量と

直接根影,間



kは照射を受けた年令層別,j吐照射方法別Idは生殖腺線量又は骨髄線量･Ⅳは照射をうけた件数･

wは厚生省統計局の調査忙よる子供期待教を用ぃ･病気忙エる影響を考慮した値･Lは統計局の

余命表と広島,長崎における白血病年度別発生軋並び把病名別5年生在輩から計算した白血病発生

期待塞,Mは男子,Fは女子,Ⅳ0は日本の全人口｡

ほI結 果

遺伝有意繰骨は殆んど無視出来る副､書くなったが･白血病有意線量は獅m radとな帽1真

に示す様忙国民線量えの寄与は全体の約3鳴忙もなった｡
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